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は
じ
め
に

一
．『ReD

』
特
別
号
刊
行
の
経
緯

　

一
―
一
．
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル

　

一
―
二
．『ReD

』
特
別
号
刊
行
ま
で
の
過
程

二
．『ReD

』
特
別
号
と
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
友
の
会
」

　

二
―
一
．
言
語
選
択
を
め
ぐ
る
問
題

　

二
―
二
．
ド
イ
ツ
語
話
者
に
向
け
た
媒
体
と
し
て

三
．『ReD

』
特
別
号
と
バ
ウ
ハ
ウ
ス
組
織
改
革
の
宣
伝

　

三
―
一
．
マ
イ
ヤ
ー
指
揮
下
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
組
織
改
革

　

三
―
二
．
内
向
的
な
宣
伝
媒
体
と
し
て
の
『ReD

』
特
別
号

　

三
―
三
．
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
国
際
性
と
『ReD

』
特
別
号

お
わ
り
に

『ReD

』
誌
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特
別
号
刊
行
の
背
景

　
　

カ
レ
ル
・
タ
イ
ゲ
宛
ハ
ン
ネ
ス
・
マ
イ
ヤ
ー
書
簡
を
手
掛
か
り
に

小　
　

野　
　

真　
　

司

は
、
一
九
一
六
年
か
ら
ド
イ
ツ
各
地
の
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
の
建
設
に
関
与
し
、
一

九
一
九
年
に
独
立
し
た
建
築
家
と
し
て
事
務
所
を
開
く
。
こ
の
頃
の
実
作
例
に

《
フ
ラ
イ
ド
ル
フ
・
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
》（
一
九
一
九
～
一
九
二
四
年
）
が
あ
る
。
一

九
二
六
年
に
は
バ
ー
ゼ
ル
で
ハ
ン
ス
・
ヴ
ィ
ト
ヴ
ァ
ー
（H

ans W
ittw

er, 1894-

1952

）
と
と
も
に
建
築
事
務
所
を
開
き
、
バ
ー
ゼ
ル
の
《
ペ
ー
タ
ー
ス
シ
ュ
ー

レ
》
設
計
競
技
案
（
一
九
二
六
年
、
ヴ
ィ
ト
ヴ
ァ
ー
と
共
同
）
や
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の

《
国
際
連
盟
事
務
局
》
設
計
競
技
案
（
一
九
二
七
年
、
ヴ
ィ
ト
ヴ
ァ
ー
と
共
同
）
等

を
手
掛
け
て
い
る（

１
）。

大
が
か
り
な
吊
り
舞
台
を
持
つ
《
ペ
ー
タ
ー
ス
シ
ュ
ー
レ
》
や
、
ガ
ラ
ス
と

鉄
骨
を
多
用
し
、
摩
天
楼
を
備
え
た
《
国
際
連
盟
事
務
局
》
は
そ
の
ラ
デ
ィ
カ

ル
さ
に
よ
っ
て
注
目
を
集
め
た
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
初
代
校
長
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ

ロ
ピ
ウ
ス
（W

alter Gropius, 1883-1969

）
は
自
身
の
手
に
よ
る
著
書
『
国
際
建

築
』（
バ
ウ
ハ
ウ
ス
叢
書
第
一
巻
）
の
中
で
《
国
際
連
盟
事
務
局
》
設
計
競
技
案
の

軸
測
投
影
図
を
掲
載
し
て
お
り（

２
）、

マ
イ
ヤ
ー
を
同
時
代
の
先
進
的
な
建
築
家
の

は
じ
め
に

ハ
ン
ネ
ス
・
マ
イ
ヤ
ー
は
一
八
八
九
年
に
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
に
生
ま
れ
た

建
築
家
・
都
市
計
画
家
で
あ
る
。
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
で
専
門
教
育
を
受
け
た
彼
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る
な
ど
多
方
面
で
活
動
し
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の

前
衛
芸
術
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た（

８
）。

マ
イ
ヤ
ー
は
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
五
〇

年
に
か
け
て
タ
イ
ゲ
と
断
続
的
に
書
簡
を
交
わ
し
て
い
た
ほ
か
、
自
身
の
校
長

時
代
に
タ
イ
ゲ
を
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
客
員
講
師
と
し
て
招
い
た
の
み
な
ら
ず
正
規

の
教
員
と
し
て
雇
用
し
よ
う
と
し
て
お
り（

９
）、

ま
た
タ
イ
ゲ
も
自
ら
が
編
集
し
た

雑
誌
『ReD

』
の
一
九
三
〇
年
第
三
巻
第
五
号
（
挿
図
１
）
を
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
特

別
号
」
と
銘
打
っ
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
特
集
す
る
な
ど
、
両
者
の
関
係
は
親
密
な

も
の
で
あ
っ
た
。『ReD

』は
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
一
年
ま
で
デ
ヴ
ィ
エ
ト

ス
ィ
ル
の
機
関
誌
と
し
て
、プ
ラ
ハ
の
オ
デ
オ
ン
（O

deon

）
社
か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
た
芸
術
雑
誌
で
あ
る
。
そ
の
表
題
は「Revue D

evětsil（
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ

ル
の
レ
ヴ
ュ
ー
）」
の
略
で
あ
る
が（

（1
（

、
同
時
に
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル
が
共
産
主
義

一
人
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
一
九
二
七
年
四
月
、
マ
イ

ヤ
ー
は
グ
ロ
ピ
ウ
ス
に
よ
っ
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
招
聘
さ
れ
、
同
校
に
新
設
さ
れ

た
建
築
部
門
を
率
い
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
一
九
二
八
年
四
月
に
マ
イ
ヤ
ー

は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
第
二
代
校
長
に
就
任
す
る
。

マ
イ
ヤ
ー
は
一
九
三
〇
年
八
月
、「
表
立
っ
て
機
関
を
政
治
化
し
た
」、「
マ
ル

ク
ス
主
義
者
は
決
し
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
校
長
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て
、

当
時
の
デ
ッ
サ
ウ
市
長
フ
リ
ッ
ツ
・
ヘ
ッ
セ
（Fritz H

esse, 1881-1973

）
に
よ
っ

て
校
長
職
を
解
か
れ
た
た
め（

３
）、

彼
の
校
長
と
し
て
の
任
期
は
僅
か
二
年
四
か
月

に
留
ま
る
。
し
か
し
、
そ
の
短
い
任
期
の
中
で
、
マ
イ
ヤ
ー
は
工
房
の
再
編
成

や
科
学
的
専
門
知
識
に
基
づ
く
体
系
的
建
築
教
育
の
確
立
等
の
組
織
改
革
に
取

り
組
み（

４
）、

多
分
野
に
わ
た
る
人
材
を
正
規
教
員
や
客
員
講
師
と
し
て
招
聘
し
た（

５
）。

こ
う
し
て
招
か
れ
た
客
員
講
師
の
一
人
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
当
時
）

の
芸
術
家
・
文
筆
家
カ
レ
ル
・
タ
イ
ゲ
（K
arel T

eige, 1900-1951

）
が
い
る
。
カ

レ
ル
・
タ
イ
ゲ
は
一
九
〇
〇
年
に
プ
ラ
ハ
（
一
九
〇
〇
年
当
時
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
君
主
国
の
ボ
ヘ
ミ
ア
王
冠
領
、
現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国
）
で
生
ま
れ

た
芸
術
家
・
文
筆
家
で
あ
る
。
タ
イ
ゲ
は
一
九
一
九
年
に
カ
レ
ル
大
学
に
入
学

し
た
の
ち
、
一
九
二
〇
年
に
前
衛
芸
術
グ
ル
ー
プ
「
デ
ヴ
ィ
エ
ト
ス
ィ
ル

（D
evětsil

）（
６
）を

設
立
、
一
九
二
四
年
に
自
ら
の
芸
術
理
論
で
あ
る
「
ポ
エ
テ
ィ

ス
ム
」
を
提
唱
す
る
。
ま
た
『
デ
ィ
ス
ク
（D

isk

）』（
一
九
二
三
年
）、『ReD

』（
７
）

（
一
九
二
七
～
一
九
三
一
年
）
等
の
雑
誌
の
創
刊
に
関
与
し
、
建
築
雑
誌
『
ス
タ

ヴ
バ
（Stavba, 

建
設
）』
の
編
集
に
も
携
わ
っ
た
。
一
方
で
印
刷
や
フ
ォ
ト
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
利
用
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
作
品
も
制
作
す

挿図１　�ハンネス・マイヤー、『ReD』第３巻第５
号（カレル・タイゲ編集）表紙、1930年
２月、ハーバード美術館群ブッシュ＝ラ
イジンガー美術館（ヨーゼフ・アルバー
ス寄贈）、写真：© President and Fellows 
of Harvard College.






















































